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教育目標 信念とともに 山の如く 優しさとともに 海の如く 勇気をもって たくましく生きる

重点目標 求めて学ぶ 共に生きる 力を尽くす生徒の育成

本質の追求

（６月２４日全校朝会より）

校長 小田 剛志

下越地区大会２日目、３日目が先週の金曜日、土曜日に行われました。必死にプ

レーをする山北中学校の生徒、それを見ていて一生懸命声援を送っている保護者の

皆さんの姿にとても感動しました。今日は、部活動に関する私の思い出をお話をし

ます。

今から27年前、私が三条市立第三中学校で野球部の顧問をしていたときのお話で

す。当時、私はまだ20代で、朝食と夕食を作ってくれる賄い付きの下宿に住んでい

ました。県央工業高校野球部の当時の顧問である同年代のＴ先生もその下宿に住ん

でいました。時々、夕食が一緒になり、２人は少しずつ親しくなりました。お互い

に部活動で野球部の顧問をしていることもあって、夕食時の会話は決まって野球部

のことでした。

「毎日、生徒たちは一生懸命練習をして、確かに野球の技術は高まっていきます

が、実際にはプロ野球選手になる生徒はいません。部活動ってどうあるべきなんで

すかね。」と、ある日、私からＴ先生に質問をしました。Ｔ先生の返答は明快でした。

「私は、部活動は物事の本質を追求する時間だと思っています。例えば、お互い

に協力することの大切さや元気のよい挨拶など礼節の大切さ、目標に向かってみん

なでひたむきに努力することの大切さなど、部活動の中で私も部員たちも、大切だ

と思っていることを日々実践しているつもりなんですが、どの本質も自分でつかん

だと思っていても、実はつかんではいないんです。物事の本質に近づこうと思って

毎日必死に努力をしているのですが、私も部員もらせん階段をのぼっているようで、

なかなか中心にある本質に近づくことができないような感覚をもっています。」

私はそんな気持ちで毎日謙虚に一生懸命部活動に取り組んでいるＴ先生を尊敬す

る気持ちになりました。試合には勝敗がつきものです。一回戦で負けるチームがあ

れば、勝ち続けて全国大会に出場するチームもあります。しかし、私はそのチーム

真の値打ちは試合の勝敗ではない。その試合に行き着くまでにどんな気持ちでどん

なことに取り組んできたか、そのプロセスにこそ値打ちがあるのだと思うようにな

りました。

山北中学校では、部員一人一人が「自分たちの歩みに誇りをもつ」そんな部活動

を築いてもらいたい。そして部活動を引退するときに、先輩後輩の垣根を越えて苦

楽をともにした部員たちに、親身に指導してくださった顧問やコーチに、そして、

練習試合の度に送迎してくれたりお弁当を作ってくれたりした家族に心から感謝し、

「ありがとう」と伝えられる生徒であってもらいたい。それが私の願いです。
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社会を明るくする運動 ７月１日（月）、２日（火）

保護司会山北分区の皆様による「社会を明るくする運動」に今年度も山北中学校の全校生徒が

参加しました。７月１日は２・３年生全員、その翌日は１・３年生全員が参加しました。山北中

学校の他に、さんぽく小学校の鈴木校長先生、更生保護女性会、村上市山北支所、社会福祉協議

会山北支所、人権擁護委員、民生委員児童委員協議会、山北地区青少年健全育成市民会議、山北

地区まちづくり協議会、山北地区区長連絡協議会から参加した２日間で延べ101名（※参加予定

者数）の方々と一緒に活動しました。コメリハード＆グリーン山北店、セブンイレブン山北勝木

店、ゆり花会館、Ａコープおおかわ郷店の計４ヶ所に分かれて行い、活動後にゆり花会館で生徒

一人一人が参加してみての感想を発表しました。各活動場所に立ち寄られた方々に生徒たちは「こ

んにちは。社会を明るくする運動です！」と挨拶し、ティッシュを配っていました。各会場に一

緒に参加していた大人の方々が中学生に優しくフォローしてくださることで上手くできたようで

す。感想発表では、「地域に少しでも貢献できて良かった」という思いを話す生徒が多くいまし

た。大勢の地域の方々に中学生の考えや気持ちを聞いていただく貴重な機会となりました。
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１学年 親子レク ６月28日(金)

～ ＰＴＡ 各学年部事業 ～

親子バレーボール大会を行いました。生徒チームと保護者チーム各３チームでリーグ戦を行い、

同じ順位になった生徒チームと保護者チームが親子対決しました。親子で汗を流し、楽しい一時

を過ごしました。

２学年 発表会参観＆親子レク ７月４日(木)

３学年 高校説明会 ６月28日(金)

２年生は職場体験の事後に、まとめ新聞をつくりました。５限にそのまとめ新聞をもとにした発

表会を参観していただき、６限に親子でバレーボールを楽しみました。

３学年ＰＴＡ役員の皆様には、来校された高等学校の先生方の接待を行っていただきました。山

形県内の３つの高等学校を含めて、合計８校の高等学校から説明していただきました。各校の特色

を知ることができました。

～栄養士の増子英子先生が赴任しました～
栄養教諭の佐藤美春先生が産休に入り、代替職員として、７月５日から栄養士の増子

英子先生が勤務しています。今年度一杯勤務していただく予定です。美春先生が無事に

元気な赤ちゃんを出産されますよう願っています。増子先生、よろしくお願いします。
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～今後の予定～

７月22日(月) ４時間授業 部活動なし ～23日 ８月10日(土)～16日(金) 学校閉庁日

24日(水) １学期終業式 26日(月) ２学期始業式 ３時間授業

25日(木) 夏季休業 給食なし 部活動なし

30日(火) ３年未来塾(希望生徒) ～8/1 28日(水) メディアコントロールウィーク ～9/3

救急法講習会 全学年 ７月２日（火）

村上市消防本部山北分署の方を講師にお招きし、学年ごとに救急法講習会が行われました。生徒

たちは心肺蘇生法とＡＥＤの使用方法について学び、訓練用のＡＥＤや人形を用いて実践しました。

いざという時のために、どの生徒も真剣に取り組んでいました。

研究授業 ～よりよい授業を目指して～ ７月12日（金）

佐藤真士先生が２年Ａ組で英語の研究授業を行い、郡市内のたくさんの英語の先生方が授業を参

観しました。ＡＬＴのジュノ先生から、「今度、家族が日本に来るので、家族と観光がしたい。観

光スポットがよくわからないので紹介してほしい。」という依頼を受け、生徒たちは英語で観光ス

ポットを紹介する発表を行うことになりました。よりよい発表にするために、発表本番前に、練習

発表の姿を動画に撮り合って、グループメンバーで助言し合う学習活動に取り組んでいました。参

観した教員から「生徒たちが課題を解決するために、積極的に助言し合っていてすばらしい学級だ

と思いました。」という感想をいただきました。今後も、生徒が意欲的に学習課題に取り組み、確

かな学力を身に付く授業を目指して、学校全体で授業改善に努めます。

卓球部県大会出場 ７月13日（土）14日（日）

【大会会場】小千谷市総合体育館

【大会結果】

男子団体 １回戦 対関屋中 惜敗

個人戦 男子 ３年 菅原 優陽 ２回戦 惜敗

３年 水落 來夢 ２回戦 惜敗

女子 ３年 佐藤 穂佳 ３回戦 惜敗

よく頑張りました！


